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おかげさまで衆議院議員在職 10周年！ 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

ブログ「今日のたけまさ」日々更新中！ 

たけまさ公一公式ホームページへお越しください 

http://www.takemasa.org 

皆様のご意見・ご要望をお待ちしています 

voice@takemasa.org 
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韓国との EPA・FTA 交渉（3月 28・29 日） 
3月 28日～29日に外務副大臣として韓国を訪問いたしました。キム・ジ

ョンフン外交通商部通商交渉本部長との意見交換を通じ、日韓 EPAの重要

性について認識が一致し、両国間の取り組みを行っていくことについても

一致しました。また私からは、両国間の EPA・FTA については日韓両国の

関係の緊密化、日韓両国が東アジアやこれを越えた大洋州の経済連携のリ

ーダーシップをとっていくことが重要であり、日韓関係を緊密化するきっ

かけとなる日韓 EPAの重要性について説明しました。また、ユ・ミョンハ

ン外交通商部長官への表敬訪問においても、私から日韓 EPAの重要性につ

いては両国が一致しており、早期の交渉再開に向け両国共に努力したいと、

協力を求めました。更に、日韓 EPA 

のみならず未来志向の日韓関係を更に 

強化するため、国際社会における日韓 

協力、二国間関係について幅広く意見 

交換を行いました。 

       3月 30日 日本経済新聞 

第 12 回国際エネルギー・フォーラム閣僚級会合に出席 
3 月 30～31 日に、メキシコ・カンクンで開催された第 12 回国際エネル

ギー・フォーラム（IEF）閣僚級会合に外務副大臣として、直嶋経済産業大

臣と共に出席いたしました。第１セッションでは「人間開発の促進におけ

るエネルギーの役割」について論議し、私からは、人間の安全保障の観点

から、わが国によるカンボジアの地方電化プロジェクトならびにマラウィ

太陽光発電システムを紹介し、あわせてアフリカ開発のための新パートナ

ーシップ（NEPAD）などの重要性を指摘いたしました。第 4 セッションで

は、ＩＥＦとＩＥＡ（国際エネルギー機関）、ＯＰＥＣ（石油輸出国機構）

の連携の必要性、次回の閣僚級会合開催国クウェートへの期待と、市場透

明性を担保するＪＯＤＩ（石油データ共同イニシアチブ）の重要性を述べ、

検証作成作業への貢献を約束しました。会議においては 2 年前の原油急騰

の苦い教訓を繰り返さないためにも「生産国の産出量の透明性確保」を謳

った、カンクン閣僚宣言を 56ヶ国が賛同し採択されました。 
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予算監視・効率化チーム第１回会合（4月 9 日） 

 4 月 9 日に外務省予算監視・効率化チームの第１回会合を開催いたしま

した。予算監視・効率化チームは、副大臣・政務官をヘッドに、政治主導

で執行状況を点検する体制を整え、年度末の駆け込み的な執行など無駄な

「予算消化」を防ぎ、各省庁に月ごとの支出額の公表を促すなど情報開示

を強化することで予算の効率化を図るものです。 

 予算監視・効率化チームの取組みの一つとして、「外務省事業仕分け」と

も言える行政事業レビューを実施いたします。同レビューは前年度平成 21

年度予算の支出先や使途等について、外部の有識者を交えて点検し、その

結果を平成 23年度予算要求に反映をさせるものです。 

外務省においては、私の下にプロジェクトチーム及びタスクフォースを

設け、昨年末は在外勤務手当の検証、また今年 2 月からは独立行政法人・

公益法人の見直しを行ってきました。これらの取組みに続いて、この予算

監視・効率化チームにおいても、適正な予算執行に向けた取組みを行い、

目に見える成果を上げていきます。 
 
民主党埼玉県第１区選出地方議員・公認決定者の紹介 

三神 尊志（市議・見沼区） 

昭和５５年生まれ   

民主党・無所属の会さいたま市議団 

市民生活委員会 

 

神崎 功（市議・緑区） 

昭和３０年生まれ   

民主党・無所属の会さいたま市議団団長 

民主党埼玉県連 副代表 

市民生活委員会 

原田 健太（市議・浦和区） 

昭和４２年生まれ   

民主党・無所属の会さいたま市議団 

まちづくり委員会 

高野 秀樹（市議・岩槻区） 

昭和３５年生まれ   

民主党・無所属の会さいたま市議団 

文教委員会 委員長 

予算委員会 

浅野目 義英（県議・浦和区） 

昭和３３年生まれ   

民主党・無所属の会 

警察危機管理委員会 

公社事業対策特別委員会 

 

武田 和浩（見沼区） 

さいたま市議会議員公認決定者 

昭和 36年生まれ 

民主党埼玉県第１区総支部幹事 


